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⑤ 比 較

(1)・②の結果を比較すれば・相知型スギ肥培林は経済的伐期令が低ぐ、短伐期林業を指向する

スギ林分造成に適しているといえよう。

5椎 茸　 の雑菌防除方策の基礎的研究

青 木 尊 重 。 柿 原 道 喜 ・ 吉 良 今朝芳

1.目 的

椎茸栽培は、純粋培養種菌の開発改良にともなつて、全国的に普及し、栽培農家が漸増してき

ている。 これにともなつて最近では、雑菌の発生が 目立つてきて嘉り、その防除方策が生産者を

は じめ・研究者において も、重要な関心事になつて きている。

理論的には椎茸菌と雑菌との間に診ける生育上の異なる性質を利用して、雑菌の侵害を防ぎう

るといえども・実際問題 としては薬剤を用いること・また滑 木内に早期に椎茸菌糸を十分にまん

えんさせることが考えられる。

そこで・この試験では、薬剤を用いると同時に、単位当り種菌打込み量を変えて、椎茸発生量

をみてみた。

皿・試 験 の 方 法

(1)試験地の位置と設定

位置:福 岡県粕屋郡久山町中久原

九州大学農学部附属演習林粕屋地万演習林久原作業所内

林況:モ リシマアカシヤ林内

②供試材料

樹種:ク ヌギ、樹令:20～25年 、中央直径:5～20em、 長さ:1.5m

原木伐採:昭 和37年12月 、玉切:昭 和58年2月 、種菌打込み:召 和58年5月

(5)種 菌

種菌メーカー二5社 、品種:8品 種

④薬剤処理

薬剤処理時期

椎茸発生前

第1回 昭和58年4月



筥2回 詔和58年12月

筥5回 紹和59年9月

椎茸発生後

第4回 昭和4〔1年4月

第5回 昭和40年12月

薬 剤処理液 と処理方法

処理液:7k10」 多に対 してP.C.PvvlKg

処理方法 ε噴霧器で均一に精木に散布する。

皿.試 験の結果

椎茸発生の主要な年次に於ける品種別堆茸発生を8品 種平均値に対する指数によつてみてみる

とつぎのとおりである。

・注①9木 末唖 径櫛 に対して鯨21翻 込み

⑪:木 末聴 径御 嗣 して瀧 個 子丁込み

ま鑑 菌乾 勤 打込み鰍 を一働 丁込み磁 ⑪ より移 ぐした場合・ ① と刎 比をして

みると・ ① と⑪ の間には殆んど全体白惚 瑳 カミみられない・つま難 茸個数にもまた生重量・

乾 重量にゑいて も同様であつた。

また、 この試顕結果 が ら椎茸発生量が品種 閥に大 きな差異を生 じている ことがわかつた。

さ らに本研究 の主 目的である燵 菌と椎茸毛生量 との関係をみてみる と・椎茸発生 量の多いA・

D、H、5品 種の うちA、=王 は瓶 癬)発 生 も劣 ぐなつているが、D品 種については雑菌発生が も



つ とも少な ぐなつている。また一方椎茸発主量の少ないB、c、a品 種は雑苗発生 も少なぐ、ま

た亘、 恥ま雑菌の発生が劣 ぐ、同時に椎茸発生量は少なぐ左つているo

従つてこの試験結果から考えられることは先にものべたように、椎茸種菌は 自然的環境条件に

大 きぐ左右され、そのためかなり雑菌が遽入つてきて も椎茸の発生がみられる場合もあるし、そ

れ とは逆に雑菌があまり侵入 していなぐとも、椎茸の発生量は少なぐなつてあらわれている場合

竜ある。 これは樺茸栽培を鉛こなう場合、その地域に適した品種(種 菌 〉の選択が何よりも重要

であることを物語る ものである。 と同時に雑菌の防除方策に対 して も十分の考慮をはらう必要が

あろ うと考えられる。

B.林 業機械に関す る研究

集運材用半調整式架空 線について

中 尾 博 美

石 津 一 実
1.は じ め に

葡回まで半調整式架空線につき、その運搬荷重の描 ぐ曲線 一 軌跡 一 と中間支点乗越しの難

易の判定、次いで、衝撃荷重の問題についてその衝撃の緩和能力、以上2点 につき常に条件を同

じぐして、固定式架空線の揚合と対比させて実験的に究明して来た。

その結果

{G)半調整式架空線の荷重点軌跡は重錘上昇前の最短主索長における固宗書架空綿の薪電点軌

跡と、荷重がスパソ中央にある時の最長主索長に吾ける固定式架空線の荷重点軌跡の間に

描かれる。

②達搬荷重の描 ぐ軌跡から、半調整式架空線の方が両端固定式架空線より、支点附近での索

屈折角が小さい。すなわち多支間索道について想定する時、中間支点乗越 しが容易であろ

うということが推測されるo

(3)衝撃係数は従来言われている主索緊張度との相関よりは運行速度との間に、より緊密な相

関があることが実証されたo

な勘、固定式架空線の場合の衝撃係数式は

a=:11.66マ ー5.2ア 働

半調整式架空線の場合の衝撃係数式は


